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－ － １

１ 安全のために必ずお守りください 
 

ご使用の前に、この『安全のために必ずお守りください』をよく読み内容を理解してから正しくお使いください。 

ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止する

ためのものです。 

また、注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の度合いを明らかにするために、誤った取扱いをすると生じる

ことが想定される内容を、警告・注意の２つに区分しています。 

しかし、注意の欄に記載した内容でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので必ずお守りください。 

警告：取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性があります。 

注意：取扱いを誤った場合、傷害を負う可能性、物的損害が発生する可能性があります。 

注記：警告・注意以外の情報を示します。 

絵 

表 

示 

の 

例 

 △記号は、警告・注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意事項が描かれているものもあります。（左図は感電注意） 

 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近くに具体的な禁止事項が描かれているものもあります。（左図は分解禁止） 

 ●記号は、行為を強制したり、指示したりする内容を告げるものです。 

図の中に具体的な注意事項が描かれているものもあります。（左図は電源プラグを抜く） 

 

●搬入・移動上の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 注 意 

 
搬入・移動に際しては、重心・重量を考慮して

作業する。 

＊落下・破損などによりケガの原因になります。 

 
人手により運搬や持ち上げる際は、腰だけを

かがめず膝も曲げて持ち上げるようにする。 

＊腰を痛める原因になります。 

 

●設置の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 警 告 


灯油・ガソリン・シンナー・ベンジン・塗料

などや、その他引火性のもの、爆発の恐れの

あるものの近くに設置しない。 

＊爆発したり、火災の原因になります。 


アルミニウム・マグネシウム・チタン・亜鉛・

化学物質などの爆発性粉じんの近くや雰囲

気内に設置しない。 

＊爆発したり、火災の原因になります。 


可燃性ガスのもれる恐れのある場所や滞留

しやすいところに設置しない。 

＊引火の原因になります。 


機械および化学工場など、酸・アルカリ・

有機溶剤・塗料などの有害ガス・腐食成分を

含んだガスが発生する場所に設置しない。 


調理用油や機械油など油成分が浮遊している

場所に設置しない。 

＊ひび割れ・感電・引火の原因になります。 


切削・切粉などの導電性粉じんや、木屑など

のかかるところに設置しない。 

＊ショート・発火や故障の原因になります。 

 配線工事は、有資格者が電気設備基準や、

内線規定に従って安全確実に行う。 

＊接続不良や誤った配線工事は、感電や火災

の恐れがあります。 


漏電遮断機を取付ける。 

＊取付けないと、感電・火災の原因になりま

す。 

湿気の多い場所や水気のある場所で使用

するときは、必ず取付けてください。 
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 注 意 


指定の容量の電源回路を単独で使用する。 

＊他の器具と併用すると、分岐コンセント部

が異常発熱・発火することがあります。 
 配線工事は、必ず電源を遮断してから行う。 

＊感電の恐れがあります。 


十分な強度のある場所に設置する。 

＊本機の転倒・落下によるケガ・事故の原因

になります。 


雰囲気温度が－１０℃～２３℃の場所に設置する。 

＊使用可能温度範囲外に設置すると、異常過

熱など故障の原因になることがあります。 


傾斜のある場所に設置しない。 

＊転倒などにより、ケガや事故の原因になり

ます。水平な場所に設置してください。 


振動のある場所に設置しない。 

＊共振を起こして発熱体が破損するなど、事故

の原因になります。 

 可燃物の近くに設置しない。 

＊火災の恐れがあります。  直射日光の当たる場所に設置しない。 

＊変色や変形の原因になることがあります。 


ほこり・ゴミ・糸くずの多い場所に設置しな

い。 

＊火災の恐れがあります。 


蒸気や熱気が上昇してくる場所に設置しない。 

＊絶縁劣化による漏電・感電・火災・故障の

原因になります。 


屋外や雨水のかかる場所に設置しない。 

＊絶縁劣化による漏電・感電・火災・故障の

原因になります。 


結露する場所に設置しない。 

＊感電やショートして発火することがあり

ます。 


湿度の高い場所に設置しない。 

＊感電・火災・故障の原因になります。 

雰囲気湿度８０％以下の場所に設置して

ください。 


本機の両側面や天井面を、壁や他の機器に

密着させて設置しない。 

＊オーバーヒートによる火災の恐れがあり

ます。 


車両・船舶には設置しない。 

＊振動により、火災・故障の原因になること

があります。 


火気に近づけない。 

＊電装部品が変形し、ショートして発火の

原因になります。 

 

●試運転・運転の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 警 告 


熱せられることで有毒ガスが発生する雰囲

気で使用しない。 

＊死亡する恐れがあります。 


濡れた手で、電源プラグやスイッチ・配線

などの電気まわりに触らない。 

＊感電やケガをすることがあります。 


運転中や運転停止後しばらくは、本体上部・

前面・背面・発熱体・反射板・保護ガードなど

の高温部に触れない。また、ヒーターの向き

の調整や、移動はしない。 

＊やけどの恐れがあります。 

 運転中および運転停止直後は、保護ガードや

本体に燃えやすいものを近づけない。 

＊火災の恐れがあります。 

 

 水や油をかけない。 

＊感電・火災の原因になります。 

 

 
電源プラグのほこりなどは、定期的に乾いた

布で拭取る。 

＊プラグにほこりなどがたまると、湿気などで

絶縁不良になり、火災の原因になります。 

 
本機は床置専用です。 

必ず付属の脚を取付けて使用する。 

＊床置き以外で使用すると、火災や事故の原

因になります。 

 常に人がいる場所で使用する。 

＊離れるときには必ずスイッチをＯＦＦにし

てください。 
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 警 告 


本機の調子が悪かったり、異常（破損や焦げ

臭いにおいなど）に気付いたときは、直ちに

使用を中止し、電源プラグを抜く。 

＊異常のまま運転を続けると、故障・感電・

火災などの原因になります。 

販売店にご相談ください。 

 停電発生時は、本機のスイッチをＯＦＦにす

る。 

＊スイッチをＯＮにしたまま放置していると

電気が回復したとき発熱も開始され、思わ

ぬ事故の原因になり大変危険です。 


電源プラグの抜き差しで、運転や停止をしな

い。 

＊感電・火災の原因になります。 

 
電源プラグは根元まで確実に差込む。 

＊差込みが不完全だと、感電・発熱による

火災の原因になります。 

 保護ガードや反射板に物を貼ったりふさい

だりしない。 

＊火災や事故の原因になります。 

 
ヒーターの前面１ｍ以内に反射物（鏡・アル

ミ板・ガラス製品など）や障害物を置いたり、

壁面に向けたりしない。 

＊火災や事故の原因になります。 


スプレー缶や油タンク、カセットコンロ用ボ

ンベなどを本機の近くに置かない。 

＊熱で圧力が上がり、爆発・火災の原因にな

ります。 

 スプレーや、ラッカーペイントなどの可燃性

スプレーは本機の近くで使用しない。 

＊火災の原因になります。 

 運転中は本体に触れない。 

また、近づけて使用しない。 

＊着衣への着火、やけどの原因になります。 

次のような方がご使用の際は、周りにいる方

が特に注意してください。 

・乳幼児、自分で操作できない方、皮膚感覚

の弱い方、眠気を誘う薬（睡眠薬・かぜ薬

など）を服用された方、お年寄り、ご病人、

疲労のはげしい方、深酒をされた方。 


長時間同じ部位を温めない。 

＊比較的低い温度でも長時間皮膚の同じ場

所を温めていると低温やけどの恐れがあ

ります。 


就寝中は使用しない。 

＊寝具などが触れると火災の原因になりま

す。 


カーテンなど、燃えやすいものの近くで使用

したり、本体の上に布などをのせない。 

＊本体が変形したり、火災の恐れがあります。 


電源コードやプラグが破損するようなこと

はしない。（傷つけたり、加工したり、高温部

に近づけたり、無理に曲げたり、ねじったり、

引っ張ったり、束ねたりしない） 

＊傷んだまま使用すると、感電・ショート・

火災の原因になります。 


開口部や隙間に、ピンや針金などの金属物な

ど、異物を入れない。 

＊感電やケガ、故障の原因になります。 

誤って異物が入った場合は、直ちに使用を

中止し、電源プラグを抜き、販売店または

お客様相談室にご相談ください。 

 電源コードを延長しない。延長コードを使用しない。タコ足配線をしない。 

＊過熱して、感電・火災の原因になります。 

 

 注 意 

 電源プラグをコンセントに差込むときや使用

後は、必ずスイッチを「ＯＦＦ」にする。 

＊感電・故障の原因になることがあります。 


電源コードやプラグが傷んだり、コンセント

の差込みが緩いときは使用しない。 

＊感電やショートして発火することがあり

ます。 


電源コードに重い物をのせたり、挟み込まない。 

＊電源コードが破損し、火災や感電の原因に

なります。 


電源プラグにピンやゴミを付着させない。 

＊感電やショートして発火することがあり

ます。 

 本機が転倒した場合は、すぐにスイッチをＯＦＦにし、本機を起こす。 

＊安全装置が働いて運転を停止しても、発熱体の余熱で火災の恐れがあります。 
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 注 意 

 初めて使用するときは、十分に換気をする。 

＊発熱体から煙やニオイが発生することが

あります。 


着衣の温度を確認しながら使用する。 

＊やけどやケガなどの原因になります。 

体感温度以上に着衣が温められて高温に

なっていることがあります。 

 乾燥などの他の用途に使用しない。 

＊過熱し発火の原因になることがあります。 
ペットの暖房に使用しない。 

＊ペットが本体や電源コードを傷め、火災の

原因になることがあります。 

 本機は暖房専用です。他の用途には使用しな

い。 

＊変形・変質・発火などの原因になります。 


食品・美術工芸品・毛皮・皮革・動植物など

の乾燥や保温などの特殊な用途には使用し

ない。 

＊品質低下などの原因になります。 

 保護ガードを外して使用しない。 

＊火災・やけどの原因になることがあります。 
本体の上に腰かけたり、乗ったり、足をのせ

ない。 

＊ケガ・故障の原因になることがあります。 

 本体背面・側面の排熱口をふさがない。 

＊過熱して火災の原因になることがありま

す。 


電源コードは、巻いたままや寄せ集めた状態

で使用しない。 

＊コードが発熱して火災の危険があります。 

必ず伸ばした状態で使用してください。 


使用しないときは、電源プラグをコンセント

から抜く。 

＊ケガ、やけど、絶縁劣化による感電や漏電

火災の原因になります。 


使用後は、電源コードが踏まれないようにす

る。 

＊電源コードが劣化したり、傷つくと危険で

す。取っ手などに巻いて保管してください。 

 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らずに、必ず先端の電源プラグを持って引き抜く。 

＊感電やショートして発火することがあります。 

 

●保守・点検の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 警 告 


保守点検の際は、電源ブレーカーを必ず遮断する。 

また、不注意などで、スイッチを入れないように、スイッチに「投入禁止」の札をつける。 

＊感電や事故の危険性があります。 


濡れた手で、電源プラグやスイッチ・配線

などの電気まわりに触らない。 

＊感電やケガの恐れがあります。 
 水や油をかけない。 

＊感電・火災の原因になります。 

 

 注 意 


修理技術者以外の人は、分解したり、修理や

改造を絶対にしない。 

＊発火したり異常動作をすることがあります。 


本体の清掃は必ず電源プラグを抜き、本体が

冷めてから行う。 

＊感電・やけどの原因になることがあります。 


本体に直接水をかけて清掃しない。 

＊水が内部に入ると感電・火災の原因になる

ことがあります。 


殺虫剤や、掃除用・整髪用スプレーなどを吹

き付けない。 

＊変質、破損による事故の原因になります。 


本機を拭くときは、タワシ・磨砂・ベンジン・シンナーは塗装面を剥離するので使用しない。 

＊腐食を原因とした破損事故により、ケガの原因になります。中性洗剤のうすめ液などを使用して

ください。 
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２ 仕様と付属品 
 

仕様表 付属品 
暖 房 方 式 遠赤外線輻射式 

発 熱 体 本 数 １本 

温 度 調 節 あり 

品 番 ＳＥＨ-１０ＡＨ-１ 

電 源 １００Ｖ 

消 費 電 力 １，０００ Ｗ 

電 源 コ ー ド 長さ２ｍ ２Ｐプラグ付 

外 形 寸 法 （ 幅 × 奥 行 き × 高 さ ） ３３０×３６０×９００ ｍｍ 

質 量 ７ｋｇ 

使 用 可 能 温 度 範 囲 －１０℃～２３℃ 

安 全 装 置 
①転倒安全スイッチ 

②サーマルスイッチ：２個 

 

 

 

 

３ 各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排熱口 

２Ｐプラグ 

取っ手 

取っ手付替え用

ネジ穴 

排熱口 

電装ボックス 

電源コード 

排熱口 

グロメット 

コードクランプ 

脚…２個 （左右共通） 

※本体底面に脚取付用ネジを 

仮止めしています。 

 

 

 

 

 

 

 

※オプションキャスターを 

後付け可能です。 

取っ手 

脚 

反射板 

ガード掛け金具 

ガード掛け金具 

脚 

保護ガード 

ガード止めネジ 

発熱体 

排熱口 

取っ手 
温調スイッチ 

運転ランプ 
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４ 組立て方法 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 
 

注記 
本体を横倒しにする際は、やさしく取扱ってください。 

＊強い衝撃を与えると、故障の原因になります。 

 

1. 脚の取付け 

① 頑丈な作業台の上などに、本体を保護ガードを

上向きにして横倒しの状態にします。 

※保護ガードを下向きにすると変形する恐れがあり

ます。 

② 仮止めしているＭ５ネジ２本で、本体底面に脚を

取付けてください。 

③ 同様にしてもう片側の脚も取付けてください。 
 

 

 

2. オプションキャスターを取付ける 

オプションキャスターを取付けると、本機の移動が楽になります。 

① 頑丈な作業台の上などに、本体を保護ガードを上向きに

して横倒しの状態にします。 

 

② キャスターを組立てます。 

キャスターに車軸を通し、

車軸の両端に車軸パイプを

かぶせてください。 

 

 

③ 脚の裏側の溝部分に②のキャスターをはめ込みます。 

キャスターは、必ずヒーターの背面側に取付けてください。 

 

④ ③にキャスター押え板をのせて、

Ｍ４ネジで締付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ オプションキャスターを取付けたときは、取っ手の位置を付

替えた方がヒーターの移動が楽になります。（次項参照） 

 

キャスターセット 

①キャスター（２個） 

②車軸（２本） 

③車軸パイプ（４個） 

④キャスター押え板（２個） 

⑤Ｍ４ネジ（４個） 

⑤ 

④ 

③ ② ① 

取っ手 

キャスター 

車軸パイプ 

キャスター 

車軸 

車軸パイプ 

Ｍ４ネジ 

キャスター押え板 

キャスター 

取っ手側 

発熱体側 

溝 

脚の裏側 

保護ガード 

本体底面 

Ｍ５ネジ 

脚 
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3. 取っ手の取付け位置を変更する場合 

取っ手の取付け位置は変更できます。 

オプションキャスターを取付けた場合は、取っ手の位置を変更したほうが本機を移動させやすくなり

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 使いかた 

1. 設置場所について 

平らで振動のない場所に設置して

ください。 

消防法により、火災予防上、安全な

距離が決められています。 

右図の距離範囲には物を置かない

ようにし、壁やカーテンなどから離

して設置してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 本体と電源の接続 

① 温調スイッチがＯＦＦになっていることを確認してください。 

② 電源プラグをコンセントに差込んでください。 

 

 

 

 

取っ手 

キャスター 

ネジ 

取っ手 

ネジ 

つけ替える 

キャスター 

取っ手 

取っ手を持って 

本機を移動 

※傾けすぎ注意 

 ８ページ参照 

 ください。 

前面１ｍ 背面１０ｃｍ 

温調スイッチ 

上方１ｍ 

側面３０ｃｍ 側面３０ｃｍ 



－ － ８

へこみ部分を持つ 

反時計方向に回転 
手を添える 

3. ヒーターの向きの変更 

●ヒーターを横向きにするときは 

① 温調スイッチがＯＦＦになっていることを

確認します。 

② 右手でスイッチ上部のへこみ部分を持ち、左手を本体下部側に

添えて、前面（発熱体）から見て時計方向に回転させてください。 

③ 縦向きに戻すときは、右手でスイッチ側のへこみ部分を持ち、

左手を本体下部側に添えて、前面（発熱体）から見て反時計方向

に回転させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

注記 縦向きに戻す時は、必ず

反時計方向に回してくだ

さい。 

＊一回転はできません。 

 

4. 温調スイッチ 

 注 意 

 
初めて使用するときは、十分に換気を

する。 
＊発熱体から煙やニオイが発生することが

あります。 

 
ヒーターが転倒したときは、直ちに起こす。 
＊転倒安全スイッチが働いて通電が停止し

ても、余熱により火災が発生する恐れがあ

ります。 

 

「ＯＮ」… 温調スイッチを回してお好みの熱量に設定してください。 

通電を開始します。運転ランプが点灯します。 

※「ＯＦＦ」～「ＭＩＤ」に設定したとき、発熱体が赤くならない場合

がありますが、これは内部のスイッチが温度コントロールを

行っているためで異常ではありません。 

「ＯＦＦ」… 通電が停止し、発熱体が熱を発しなくなります。 

しばらくは余熱があります。運転ランプが消灯します。 
 

 

5. 持ち運ぶとき 

① 必ず発熱体の温度が下がってから移動してください。 

② 取っ手を持って、本機を持ち上げてください。 

③ キャスター装備機種は、取っ手を持って背面方向に

傾けるとキャスターで移動できます。 

注記 本機を傾けすぎると、脚の樹脂部が床面に接触して

削れる恐れがあります。本機は、４５度以上傾けない

でください。 

 注 意 

 運転中や停止後すぐに向きを変更

しない。 
＊やけどの恐れがあります。 

 

キャスター 

取っ手 

時計方向に回転 

へこみ部分を持つ 

手を添える 
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ネジ 

保護ガード 引っ掛け穴 

反射板 

底面 

発熱体 

引っ掛け金具 

ネジ穴 

引っ掛け金具 

６ 保護装置 
（１）転倒安全スイッチ 

ヒーターが転倒したときに通電を 

停止します。 

（２）サーマルスイッチ 

ヒーターの異常過熱時に動作します。 

① サーマルスイッチは自動復帰型です。運転が停止した際は温調スイッチをＯＦＦにしてから原因

を取除いてください。 

② 再運転する際は、発熱体の温度が十分に下がっているのを確認してから温調スイッチをＯＮに

してください。 

 

 

 

７ お手入れ 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 

 

1. 反射板のお掃除 

注記 
シンナー・ベンジン・薬品・みがき粉などをご使用になると、 

塗装面を傷めたり、故障の原因になりますのでご注意ください。 

本体の温調スイッチをＯＦＦにしてから、電源プラグをコンセントから

抜いてください。 

① 発熱体が十分に冷めるまでお待ちください。 

② 保護ガード中央のネジ（２か所）をドライバーで

外します。 

③ 保護ガードを少し上に

持ち上げ、引っ掛け金

具（４か所）を引っ掛け

穴から外すと保護ガー

ドが外せます。 

④ 湿らせた柔らかい布で、反射板や底面の汚れやホ

コリを拭きとってください。 

⑤ お手入れ後は、保護ガードを元通りに掛け、ネジ

（２か所）を締めてください。 

 

 

2. シーズンが終わったら 

長期間使用しないときは、反射板のお手入れ後、湿度の低い場所で保管してください。 
 

 

 

 注 意 

 
ヒーターが転倒したときは、直ちに起こす。 
＊転倒安全スイッチが働いて通電が停止しても、

余熱により火災が発生する恐れがあります。 
 

注記 転倒安全スイッチは、水平な場所で本機を垂直に

立てると復帰します。 
 

引っ掛け穴 

引っ掛け金具 

保護ガード 
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８ 安全のための点検のお願い 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 

安全にご使用いただくために、下記の点検項目に従って、定期的に保守点検をしてください。 

点検で不具合が見つかったときは、速やかに処置を施してください。 

点検項目 処  置 

電源コードは、傷んだり変形していませんか？ 電源コードの交換が必要です。 

電源プラグは、変形やガタがありませんか？ プラグの交換が必要です。 

反射板にホコリが付着していませんか？ 反射板をお手入れしてください。（前項参照） 

安全な場所に設置していますか？ 決められた範囲には障害物を置かないでください。 

キャスターは、磨耗していませんか？ キャスターの交換が必要です。 

異音・異臭はありませんか？ 
販売店または、スイデンお客様相談室に点検・修理を

ご依頼ください。 

 

 

９ こんなときは（故障かな？と思ったら） 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 
 

ご 確 認 く だ さ い 

症  状 調 べ る と こ ろ 直  し  方 

暖まらない 

電源が供給されていますか？(停電など) 

通電されるまで温調スイッチを「ＯＦＦ」

の位置にして待ってください。 

「ＯＮ」の位置のまま通電すると、ヒューズが

切れたりブレーカーが落ちるときがあり

ます。 

電源プラグをコンセントに差込んでいま

すか？ 

電源プラグをコンセントに差込んでくだ

さい。 

電源コードが断線していませんか？ 断線を直してください。 

電源用ヒューズが切れていたり、ブレーカ

ーが落ちていませんか？ 

電気の専門家がおられない場合は、販売店

にご相談ください。 

サーマルスイッチが作動していません

か？ 

自動復帰型です。 

復帰するのを待ち、再運転してください。 

転倒安全スイッチが作動したままではあ

りませんか？ 

水平な場所で本機を垂直に置いてくださ

い。復帰すると運転ランプが点灯します。 

温調スイッチが「ＯＦＦ」ではありませんか？ 温調スイッチをＯＮにしてください。 

発熱体が赤くなら

ない 

温調スイッチが「ＯＦＦ」～「ＭＩＤ」ではあり

ませんか？ 

温調スイッチが「ＯＦＦ」～「ＭＩＤ」の時は発

熱体が赤くならない場合があります。 

ブレーカーが落ちる 
ブレーカーの容量は十分にありますか？ 

ブレーカーは本機専用とし、分岐回路も

本機専用にしてください。 

電源電圧が低くなっていませんか？ 電力会社にご相談ください。 

■上記処置をしても直らない場合は、販売店またはスイデン・サービスショップ、スイデンお客様相談室へ 

ご相談ください。 
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１０ アフターサービスと保証について 
 

  注 意 

 
当社製品の補修・修理には、当社純正部品を使用する。 

＊ 当社純正部品以外を補修部品として使用すると、特性が合わず、故障や事故の原因になります。 

＊ 当社純正部品以外を使用した場合のクレームおよび修理のご依頼などは、お受けできないばかりで

なく、すべての保証の対象から外れる場合があります。 

＊ 他メーカー製品に当社部品を使用した場合も同様とします。 

●修理について 
補修用パーツの発注および修理などのお問い合わせは、品番、製造番号、ご購入日をご確認のうえ、お買い上げの

販売店、または当社お客様相談室にお申し付けください。なお、スイデン製品は、家電製品に準じた保有期間を

独自設定しています。標準部品としての補修用パーツの保有期間は、製造打ち切り後６年です。 

●保証について 

この製品の保証期間は納入日より１年間とし、次の場合に限り無償修理の対象となります。 

 

 

 

 

 

 

  安全に関するご注意 
●本製品を、食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途については、確認のうえ使用してください。 

 品質低下などの原因になることがあります。 

●本体には、据え付けおよび電気工事などが必要な場合があります。お買い上げ販売店または専門業者に

ご相談ください。工事に不備があると、感電や火災・事故の原因になることがあります。 
 

 

 

★長年ご使用の遠赤外線ヒーターの点検を！  

このような

症状はあり

ませんか？ 

●スイッチを入れても時々運転しない

ことがある。 

●運転中に異常な音や振動がある。 

●本体が変形していたり、異常に熱い。 

●焦げ臭い“におい”がする。 

●その他の異常がある。 

▲
 

お願い 

異常があれば 

ご使用を  

即、中止!! 

このような症状のときは、故障

や事故防止のため、スイッチを

切り、電源プラグをコンセント

から抜き、必ず販売店に点検・

修理をご相談ください。 

 

 

 

 
アフターサービスのお申し込みについて 

アフターサービス・修理のお申し込みは、お買い上げの販売店または、お客様相談室へお申し込みください。 

 
●お買い上げ販売店のメモ欄 

 店 名  お買い上げ年月日 

     年     月     日 

 

 所在地  ＴＥＬ  

ＦＡＸ 
 

≪製品の廃棄について≫ 本機を廃棄するときは、分解し、分別処理して廃棄物処理場に出してください。 

 

スイデン商品についてのお問い合わせは、お買い上げの販売店または、お客様相談室へどうぞ！ 

お客様相談室 フリーダイヤル     ０１２０-２８５-２４０ 

Ｅメールでのお問い合わせは  ｉｎｆｏ＠ｓｕｉｄｅｎ.ｃｏｍ 

 〒543-0062 大阪市天王寺区逢阪 2-4-24 ホームページ ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｓｕｉｄｅｎ.ｃｏｍ 

取扱説明書に沿った保守点検を実施したにもかかわらず、保証期間内に当社の設計・組立の不備に

より、故障または破損が発生した場合。（日本国内でご使用の場合に限ります。） 

ただし、故障または破損に起因する種々の出費およびその他の損害に関する保証はいたしかねます。 

また、無償修理時、故障原因に関係なく消耗し、交換が必要だと判断した部品については、有償と

させていただきます。 

無

償

保

証

 


